
 
 

 

 

 

 

 

 

本校は、明治２１年に創立された歴史と伝

統のある高校です。卒業生は、約１９,０００

名で、各分野で活躍しています。 

 平成９年に学科改編を行い、農業技術科と

総合学科を設置しました。 

 平成１１年にバリアフリーの新校舎が完成

しました。制御温室、畜舎、土木実習室、Ｌ

Ｌ教室、介護実習室、各種視聴覚機材を備え

た大講義室等の施設も整っています。情報処

理室を含め３教室にパソコンが設置され、利

用しやすくなっています。平成２０年には、

運動部室２棟が完成し、充実した施設・設備

を活用して高校生活を送ることができます。 

 平成３０年度は創立１３０周年記念式典を

実施しました。 

 

① 個人の尊厳を重んじ、真理と正義を愛

する心身ともに健全な人間を育てる。 

② 勤労の精神を重んじ、自主的精神に充

ちた豊かな人間を育てる。 

③ 知識を広く求め、公正に判断し誠実に 

実践できる創造性豊かな人間を育てる。 

④ 社会において果たさなければならない 

使命を自覚し、自主的に職業を選択する 
  とともに、個性を伸長し、自己実現を図 
  る人間を育てる。 
 

（３）教育課程の特色 

◆農業技術科・農業科学コース 

  農作物の栽培や家畜の飼育に関する知識

や技術について学ぶことにより、生産・販

売・経営に役立てるために必要な能力と態

度の育成をめざします。１年次に農業の基

礎を学び、２年次から専攻学習を行います。

畜産・作物・草花・野菜の部門に分かれ、

専門的な学習を行います。 

◆農業技術科・農業土木コース 

  土地改良、農地の保全、農村計画に関す

る知識や技術を学ぶことにより、農業土木

に関わる業務に従事するための能力と態度

の育成をめざします。１年次に農業土木の

基礎や測量について学習し、２年次以降は，

土地改良や農地保全等、専門的で幅広い学

習を行います。 

◆総合学科 

  自分の進路希望や興味・関心をもとに科

目選択を行い、｢自分だけの時間割｣で学習

を進めていくことにより、生徒の多様な個

性・能力の伸長を図るとともに、生徒の進

路希望の実現をめざします。 

  「産業社会と人間」（１年次）や「総合的

な探究の時間」（２年次）では、職場体験実

習や校外体験学習，社会人講話等を通して、

自分の進路をじっくり考えていきます。 

  その他、自然科学、人文社会、情報ビジ

ネス、健康福祉の各系の科目群を揃えてい

ます。 

 

（４）行事・生徒会活動・部活動 

① 稲章祭（文化祭）、体育祭、弁論大会等が

あります。 
② ミネソタ州ウィノナ市との交流で、生徒

が毎年派遣されています。 
③ 平成２０年度に剣道部がＩＨ男子個人で

優勝したのをはじめ、柔道・相撲でもＩＨ

に出場しています。また、文化部では文芸

部が全国大会に出場するなど、運動部･文化

部共に毎年東北・全国大会に出場していま

す。 
④ 「農業クラブ」活動では、各種競技会や

意見発表大会で毎年のように県大会を勝ち

抜き、東北大会・全国大会へ出場していま

す。また毎日農業記録賞「高校生部門」優

秀賞受賞など、多方面でその活躍が認めら

れています。 
⑤ ボランティア活動も盛んで、地元美里町

のイベントをはじめ、華ロード植栽など多

岐にわたる活動を行っています。 

 

（５）卒業生の進路状況 

進路一覧(過去３年間，進学者・就職者数) 

進  路 R6 R5 R4 

大 学 26 47 28 

短期大学 8 12 12 

専各学校 53 57 56 

就職（県内） 73 50 77 

就職（県外） 16 4 8 

その他 3 4 0 

卒業生計 179 174 181 

 

主な進路先（令和７年３月卒業生） 

＜私立大学＞ 

東北学院大(6)、東北福祉大(4)、宮城学院女

子大(2)、仙台大(3)、石巻専修大、仙台青葉

学院大学(2)、東北芸術工科大学、東北文化学

園大学(4)、岩手保健医療大学、大東文化大学、

東海大学、仙台青葉学院短大(6)、聖和学園短

大、仙台赤門短期大学 

 

＜専修各種学校＞ 

宮城県農業大学校(3)、東北職業能力開発大学

校、葵会仙台看護専門学校(2)、仙台市医師会

看護専門学校(2)、宮城高等歯科衛生士学院

(3)、仙台こども専門学校(6)、 東北電子専門

学校(5)、仙台医療福祉専門学校(4)、仙台ビ

ューティアート専門学校(2)、花壇自動車大学

校(2) 他 

 

＜就職＞  

税務職員、宮城県職員、宮城県警察、自衛隊

一般曹候補生(4)、ＹＫＫ ＡＰ(株)(3)、アル

プスアルバイン(株)(10)、トヨタ自動車東日

本(株)、ケミコン東日本宮城工場(4)、東北イ

ノアック(2)、ウジエスーパー(3)、トヨタバ

ッテリー宮城工場(2)、トヨタ紡績東北(2)、

日本郵便東北支社、伊藤ハム米久プラント東

北工場(3)、古川農業協同組合(2) 他 

 

小牛田農林高等学校 

校訓 自律 進取 至誠 

（１）学校の概要(沿革、環境、施設等) 

（２）教育方針 

 
 

 

 

自分を磨き、夢を耕す 

【農業技術科農業科学コース】 
野菜・作物・草花の栽培や牛・豚の飼

育を基本にバイオ技術などの学習で、農
業をはじめ様々な産業で活躍できる人
材の育成をめざします。 

 
【農業技術科農業土木コース】 

学びのフィールドは地球！自然と調
和し生活を豊かにする術を学び、明日の
地域社会を担う人材の育成をめざしま
す。 

 
【総合学科】 

自分の生き方は自分で選ぶ！時間割
は自分で創る！自己責任と自己教育力
を有するチャレンジ精神旺盛な人材の
育成をめざします。 

 
【今年度スローガン】 
 

出会いを力に 未来を創る 
 
 

キャッチフレーズ 

 創立：明治２１年 

課程・学科：全日制課程・農業技術科，総合学科 
生徒数：５８６名 

所在地：〒987-0004 

遠田郡美里町牛飼字伊勢堂裏３０ 
ＴＥＬ：0229-32-3125 

ＦＡＸ：0229-32-3126 

ホームページアドレス： 

https://kogotanourin.myswan.ed.jp/ 

電子メールアドレス： 

kogotanourin@od.myswan.ed.jp 

主な交通機関： 

ＪＲ東北本線 小牛田駅より 徒歩２０分 

２ 学校の特色 

１ 基本データ 



 
  

（１）学校行事 

本校には、本校独自の三大行事があります。 

①体育祭 
 昨年は６月２６日～２７日の２日間かけて行われました。２６日は本

校体育館と第2グラウンドで球技大会を、２７日は運動会を本校第2グ

ラウンドにてどちらもクラス対抗形式で行われました。クラス毎に揃え

たＴシャツを纏い、大いに盛り上がりました。 

 今年度は７月３日～４日に開催します。 

  
 

②稲章祭 
 昨年は１０月２５日～２６日に行われました。２５日には校内発表が

行われ、実行委員企画やクラス毎のステージ発表、外部からアーティス

トを招いたライブも行いました。２６日には一般公開が行われ、クラス

や部活動毎の展示や模擬店の他、ステージ発表も行われました。また、

農業技術科では農産物販売が行われ、多くの一般の方が来校されました。 
 今年度は１０月２４日（金）に校内発表、２５日（土）に一般公開が

行われます。 

  

 

③学習成果発表会 
 毎年２月初旬に開催しています。農業技術科・総合学科両学科による

生徒たちの研究発表が行われ、１年間の成果を発表します。昨年度は、

美里町文化会館にて実施することができました。 
今年度は２月１３日（金）に開催します。 

  

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校制服紹介 

  
 １９９７（平成９）年の男女共学・総

合学科創設時に現在の制服が制定されま

した。男子はネクタイ、女子はリボンと

なっています。また、機能性の面からワ

イシャツではなくポロシャツを制服とし

て用いています。 
 

 

 

（３）施設紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の校舎は１９９９(平成１１)年１１月に落成しました。教室以外

に大・中・小の各講義室が完備されています。 

 

 

 

 

 

        
 

 
 

生徒会長 千田悠斗さん（松山中出身）からのメッセージ 

 

小牛田農林高校は農業技術科、総合学科の２学科があります。農業技

術科は、農業科学コースと農業土木コースがあり、それぞれ専門的な学

習や実習を行っています。総合学科では、自分の将来のために必要な科

目を学ぶために多くの科目が用意されています。また１年次の「産業社

会と人間」、２年次からの「総合的な探究の時間」を通して自分自身の

ことや地域のことを探究できる授業もあります。 

勉強以外でも小牛田農林高校では行事も盛んに行われています。特に

稲章祭（文化祭）や体育祭では、全校一丸となって行事を盛り上げてい

ます。 

部活動も盛んで、剣道部や相撲部などインターハイ出場が常連の部活

動もあります。小牛田農林高校は地域と関わる授業や行事も多くあり、

地域の学校として親しまれています。 

３ 学校魅力発信 

４ 在校生からのメッセージ 


